

















































































































































研究参加者の属性を表 １ ・表 ２ に示す。校長
のうち １ 人は，校長職として １ 校目であった。
ミドルリーダー教員は，インタビュー対象と
なった取組の初年度における教員経験年数が，
平均24. 6年（SD ＝8. 3）であった。 ５ 人のうち















職位 学校の立地 学校規模 勤務校数
校長 住宅街 大 １ 校目
校長 郊外 中 ４ 校目
校長 郊外 中 ２ 校目
校長 住宅街 大 ２ 校目
校長 郊外 小 ３ 校目
表 ２　研究参加者の属性（ミドルリーダー教員）
職位 学校の立地 学校規模 経験年数 主な校務分掌
教諭 郊外 中 ９ 年目 学年主任・総合的学習主任
教諭 住宅街 大 33年目 総合的学習主任
教諭 郊外 中 24年目 研究主任・総合的学習主任
教諭 郊外 中 29年目 総合的学習主任


























































































































































































計画の立案 集約，原案，計画，作る，KJ 法，KPT 法，企画，キャリア教育，職場体験学習，一緒，入る，自分
表 ４　コードの集計結果（校長）
コード 頻度 ％
方針の提示 225 37. 2
進捗状況の管理 166 27. 4
研究指導 164 27. 1
地域との関係構築 144 23. 8
取組の組織化  88 14. 6
計画の立案  87 14. 4























































































































































地域との連携・協働 205 31. 0
総合的学習の実践 182 27. 4
同僚教員の啓発 160 24. 1
合意形成・調整 102 15. 3
計画の立案  75 11. 3















































・ 特に １ 年生と ３ 年生を結び付けるっていうの
ですごい力を掛けたし， １ 年生と ３ 年生の先
























築」と取組 ６ 「計画の立案」の間（Jaccard 係











































































































































































































































樋口耕一（2015）「KH Coder 2. x リファレンス・









本研究は JSPS 科研費 JP18K02551の助成を
受けたものです。インタビューにご協力を頂い
た各位に感謝申し上げます。
